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近代

江
戸
時
代
に
沢
村
一
帯
（
現
小
松
市
金
平

と

む
ら

地
区
）
の
十
村
役
で
あ
っ
た
石
黒
源
次
が
、

金
平
金
山
に
次
い
で
遊
泉
寺
銅
山
の
経
営
に

も
乗
り
出
し
、
そ
の
後
、
こ
の
銅
山
は
幕
末

期
に
は
「
加
賀
藩
所
領
」
と
な
り
、
藩
の
有

力
な
財
源
と
も
な
っ
て
い
っ
た
。

や
が
て
明
治
期
に
な
る
と
土
佐
藩
（
現
高

知
県
）
の
元
藩
士
竹
内
綱
の
長
男
で
あ
る
竹

め
い
た
ろ
う

内
明
太
郎
が
近
代
鉱
山
経
営
に
よ
る
開
発
を

行
い
、
最
盛
期
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
頃

に
は
従
業
員
が
一
六
〇
〇
人
に
も
達
し
、
彼

ら
の
家
族
も
含
め
る
と
約
五
〇
〇
〇
人
も
の

人
々
が
遊
泉
寺
地
区
に
住
み
着
い
た
。

実
際
、
竹
内
が
北
陸
線
小
松
駅
か
ら
遊
泉

寺
ま
で
の
約
八
�
�
に
も
及
ぶ
軽
便
鉄
道
を

敷
設
す
る
と
、
遊
泉
寺
の
町
に
は
学
校
、
病

ゆ
う

せ
ん

じ

遊
泉
寺
鉱
山
と
小
松
製
作
所
の
創
設

22

遊泉寺銅山跡地に残る真吹炉（コマツ粟津工場70周年記念誌
『MADE IN AWAZU』より）

コマツ発祥の地、遊泉寺銅山精錬所全景（コマツ粟津工場70周年記念誌『MADE IN AWAZU』より）
銅山は1807（文化4）年に開かれ、明治から大正期にコマツ創業者竹内明太郎（竹内鉱業社長）の経営
手腕で発展した。

創業者 竹内明太郎像（コマツ粟津工場70周年
記念誌『MADE IN AWAZU』より）
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院
、
郵
便
局
、
商
店
、

娯
楽
施
設
な
ど
が
立

ち
並
び
一
大
「
鉱
山

町
」
と
し
て
活
況
を

呈
し
た
。

さ
ら
に
竹
内
は
青

少
年
に
欧
米
先
進
国

の
最
先
端
科
学
工
業

技
術
を
学
ば
せ
、
人

材
育
成
に
も
力
を
注

い
だ
。
大
正
六
年
に

は
小
松
駅
に
隣
接
し

て
「
小
松
鉄
工
所
」

を
開
設
す
る
と
同
時

に
、
修
学
年
限
三
年

の
見
習
生
養
成
所
も

併
設
し
中
堅
技
能
者

を
養
成
し
た
。
こ
の

養
成
所
は
そ
の
後
昭

和
十
年
（
一
九
三
五
）

に
工
科
青
年
学
校
と

な
り
、
戦
後
は
「
小

松
高
専
」（
現
小
松

短
大
生
産
シ
ス
テ
ム

ス
テ
ー
ジ
）
と
し
て
幾
多
の
有
能

な
社
員
を
世
に
送
り
出
し
た
。
大

正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
は
、
遊

泉
寺
鉱
山
で
使
用
す
る
鉄
鋳
車
両

製
造
の
た
め「
小
松
電
気
製
鋼
所
」

も
建
設
し
た
。

し
か
し
、
遊
泉
寺
鉱
山
は
鉱
脈

こ
か
つ

が
枯
渇
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
不

況
も
あ
っ
て
大
正
九
年
に
は
閉
山

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
た
だ
竹
内

は
「
鉱
山
は
鉱
脈
が
尽
き
れ
ば
終

わ
り
だ
が
、
工
業
技
術
は
進
歩
と

発
展
を
続
け
ら
れ
、
地
域
の
活
性

化
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
」
と
し

て
、
大
正
十
年
五
月
に
は
「
小
松

鉄
工
所
」
と
「
小
松
電
気
製
鋼
所
」

を
合
併
し
、
新
た
に
「
株
式
会
社

小
松
製
作
所
」
を
発
足
せ
し
め
た
。

竹
内
は
相
談
役
に
就
任
し
、
初
代

取
締
役
社
長
に
は
東
京
商
業
貿
易

取
締
役
の
白
石
多
士
良
が
就
任
し

た
。
こ
れ
が
世
界
の
「
コ
マ
ツ
」

の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

（
平
野

優
）
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小松製作所小松工場（昭和5年）（小松市立博物館提供）

建築中の粟津工場の建屋（コマツ粟津工場70周年記念誌『MADE IN AWAZU』より）
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